
進化はここから生まれる。

「もの造りを通して

　　　　社会に貢献する。」
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激動する時代、メーカーはどのようにこの変化に挑み、取り組んでいるのか。
コマツの製品をお使いのユーザーの方々をレポートしてご紹介いたします。
今回は、創業90年の長きにわたり、精密金属のプレス加工並びにこれに関連
した金型の設計から製作、板金・溶接等の機械加工を行い、各社様から確固
たる信頼を得られている、広島県福山市の株式会社和田製作所様を３年振り
に訪ね、この度導入された新型サーボプレス H1F-2について、お話をお伺い
しました。
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和田 憲明 代表取締役社長

御社の製品及び生産技術についてお聞か
せ下さい。

　弊社は 1923（大正12）年 8月の創業以来、
今年で 90年という長きにわたり、電力量計
測器や遮断器、燃料ポンプ、変成器といっ
た電気部品の製造を主とした精密金属プレ
ス加工を続けてまりました。
　電気部品といっても、家電でもなく、重
電でもない、最終的に電力会社に納めるよ
うな電力量計測器の部品といった、ある意
味特殊な分野の製品を手掛けております。
　弊社では、中小物の精密金型プレス加工
並びにこれに関連した金型の設計から製作、
板金、スポット溶接、ネジ立て、ボール盤、
カシメ作業、さらにメッキ加工及び塗装ま
で、お客様のご要望に合わせた加工を一貫
して生産することによって、コストを抑え、
安定した品質をお客様にご提供させて頂い
ております。
　電力メーター部品の外側のカバーやベー
スといった部品の特徴として、その形状が

深絞り加工を必要とする部品であるという
ことが挙げられます。しかも単なる深絞り
加工や丸筒加工といった比較的簡単な加工
だけではなく、角筒状の深絞りで、段差を
つけるような異形の角筒絞り加工を必要と
する製品も多くあります。
　鉄板から欠けたり割れたりせずに、この
ような難しい加工を行うには、高精度な絞
り加工技術が必要になってきます。
　弊社ではこのような製品の加工を長年に
わたり手掛け続けてきたことにより、様々
な絞り加工の技術を培うことが出来ました。
　さらに、このような難加工を高い精度で
生産性を上げて製造するには、生産技術と
ともにサーボプレスのような高精度の最新
設備を整えることも重要であると思います。



進化はここから生まれる。

自由な発想と豊かな創造力を発揮し、最良の品質とサービスを追求。

工場では徹底した品質管理と原価低減意識を持ち社員一丸となって

仕事に取り組んでいる。

さらに顧客の信頼に応えるための積極的な技術革新も推進している。

　環境保全に対しても積極的な体制をとら
　ておりますが。

  『地球上に存在する限られた環境・資源
・エネルギー等を大切に活用しながらモノ
造りをする。』という経営理念に基づき、
消費電力について省エネルギーの推進を図
るべく、今年の春に弊社工場内の照明を全
てLED化しました。
　設置前はその効果をあまり期待していな
かったのですが、驚くほど効果的で工場が
とても明るくなり、消費電力もかなり抑え
ることができました。
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　プレス設備についてお聞かせください。

　以前から私は、弊社のプレス設備を全て
サーボプレスに変えていきたいと思ってお
りました。
　前回当記事に掲載して頂いた頃は、10台
程のサーボプレスを保有していましたが、
その後も設備のサーボ化を進め、さらに今
年の3月には新型サーボプレスH1F110-2を
導入し、現在弊社では計13台のサーボプレ
スを保有しております。
　弊社では長年にわたり、アルミ材料関係
の仕事を受注してまいりました。アルミは
柔らかいため、加工はしやすいが、寸法精
度に問題が出やすい素材です。そこで、従
来のメカプレスでの加工からサーボプレス
での加工に切り替えることにより、角度の
問題や機能性の問題等の解消を図りました。
　さらに、品質の安定に加え、金型寿命の
延命化と低騒音への期待、これら３つの要

素から、平成16年3月に初めてサーボプレス
を導入しました。
　その後、製品の移り変わりとともに、素
材も変化し、現在の弊社では、素材に銅を
用いている製品を非常に多く扱っています。
　銅についても、素材が柔らかいこと、加
工硬化が起こりやすいことから精度を出す
のが難しく、本来であれば曲げの段階で「決
め押し」をして精度を出したいところなの
ですが、製品の形状が決め押しをできない
ような形なので、サーボプレスのフリーモ
ーション機能を活用して加工しています。
スプリングバックも抑えられ、お客様のご
要望通りの形状で生産することができてお
ります。
　サーボプレスの最大の特徴はスライドを
自由に動かすことができることだと思いま
す。今回の新型サーボプレスH1F110-2で
は、振り子モーションを採用しているとい
うことで、スピードを落とさずに精度が要
求される製品を生産することができるので
はないかと期待しています。

藤原 学 部長技術部

様々な加工に威力を発揮している13台のサーボプレス。



　今回は金型の試し打ち等の試作専用機と
して、新型サーボプレスH1F110-2を導入し
ました。
　もともと弊社では、金型の移管や新しい
金型を作ったりした際、すぐに製造現場で
トライをおこなっていました。
　しかし、これは生産の流れを阻害し、機
会損失を生むのではないかと思い、治具工
具部門へトライ用としてH1F110-2を1台配
置することになったのです。
　新しい金型を作った時や、金型の修理や
改善を行った際は、このサーボプレスを用
いて、きちんと寸法が出ることを確認して
から製造現場へ出すようにしました。
　H1F110-2でトライしたデータを生産ライ
ンのサーボプレスに入力することで、トラ
イと全く同じ条件を再現できるので、生産
開始時の調整に時間を取られず、重宝して KO
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この度導入された新型コマツサーボプレスH1F110-2
（「PR113」は和田製作所様の管理番号）
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株式会社 和田製作所精密金属プレス加工

　この度ご導入頂いた、新型サーボプレス
　H1F110-2についてお聞かせください。

おります。
　弊社はメカプレスもサーボプレスも保有
していますが、メカプレスに乗せる金型の
トライにもH1F110-2を使っています。
　H1F110-2には従来のメカプレスの動きも
再現できる機能がありますので、OBS等の
メカプレスで使用する金型のトライも、実
際に生産を行うメカプレスと同じ条件で行
うことができます。
　H1F110-2はモーションを100パターン記
憶させることができるのです。その中には
従来のメカプレスやサーボプレスのモー
ションがプリセットされており、そのモー
ションを使ってメカプレス・サーボプレス
両方のトライを１台ですることができるの
です。メカプレス用のトライ機、サーボプ
レス用のトライ機と別々に用意しなくてよ
いので、場所を取らず効率よくトライがで
きます。

スプリングバックが発生しやすい銅もサーボプレスを用い
て、バラツキを抑えて高精度に加工している。



　今後の展望をお聞かせください。
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■お問い合わせは
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　長年お世話になってまいりましたお客様
に感謝し、これからも末永くお付合い頂け
る様、常にお客様のニーズにお応えできる
技術を磨いて行くとともに、さらに新しい
お客様とのお付き合いもできるようにした
いと思っております。その際、弊社に魅力
を感じて頂けような新たなご提案をさせて
いただくためにも、サーボプレスを駆使し、
弊社特有の新たな技術を開発していきたい
と思っております。今まで、液圧加工や鍛
造加工等で生産していた製品をプレス加工
で製造する等、弊社にしかできない技術を
身に付けたいと思っております。誰でも作
れるものを製造してもコストを如何に下げ
るかだけの競争になってしまいます。それ
では今後この業界で生き残っていくのは困
難であると思います。
　弊社は、常に新たな生産技術の開発及び
生産性の向上に邁進し、今後もモノ造りを
通して、お客様に、そして社会に貢献して
まいります。

　ISO14001／ISO9001ともに取得。




